
 ＜アメリカンフットボール：パナソニック杯第７０回毎日甲子園ボウル・立命大２８―２７早大＞ 

◇１２月１３日◇阪神甲子園球場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 立命大が２８―２７で早大を振り切り、５年ぶり８度目の優勝を果たした。立命大はＲＢ西村七斗（２

年）の２ＴＤなどで、第２Ｑ中盤で２１―０としたが、早大の追い上げを許し、第３Ｑには２１―２４

と逆転された。しかし、第４Ｑに再びリードを奪った。そして、最後は試合時間残り３秒、逆転を狙っ

た早大Ｋ佐藤のＦＧが不成功に終わり、逃げ切った。大会最優秀選手と年間最優秀選手（ミルズ杯）に

は西村が選ばれた。敢闘選手には早大ＱＢ政本悠紀（４年）が選ばれた。立命大は１月３日のライスボ

ウルに進出、社会人王者と対戦する。 

 

 【第１クオーター】 

 

 コイントスに勝った早大が後半のレシーブを選択。前半は立命大のレシーブ、ＷＲ渡辺のキックオフ

リターンで試合開始となった。そして、ＱＢ植村が走って前進したが、ファーストダウン更新はできな

い。その後の早大の最初の攻撃は自陣２８ヤードから。こちらもファーストダウン更新には至らなかっ

た。 

 

 立命大の攻撃に変わり、自陣２２ヤードからＱＢ西山のパ

スで５ヤード前進。その後、ＲＢ西村のランでファーストダ

ウンを更新した。さらに次の攻撃では、４ｔｈダウンギャン

ブルでＲＢ西村のランを選択、攻撃権をキープすると、ＱＢ

西山がＴＥ成田へロングパスを決めた。そして、７分２８秒、

ゴール前３ヤードからＲＢ長谷川航が先制ＴＤランを奪っ

た。 



 

 対する早大はラン攻撃で５ヤード前進も、ＱＢ政本からのパスをＷＲ岡田がキャッチミス、ファース

トダウンを更新できない。そして、立命大の攻撃で、早大はＤＬの要・庭田が負傷退場となってしまう。

すると立命大はＲＢ西村が左サイドラインを大きく前進した。しかし、ＱＢ西山のキープランではファ

ーストダウン更新はできなかった。残り２分９秒から早大の攻撃。ＱＢ政本のスクランブルで、初めて

ファーストダウンを更新した。ここで第１Ｑ終了となった。 

 

 【第２クオーター】 

 

 エンドが変わっても、早大はＱＢ政本からＷＲ岡田へのパスが決まらない。するとＱＢ政本はＱＢサ

ックされてしまう。立命大の攻撃となり、ＱＢ西山がＷＲ猪熊へのパスでファーストダウンを更新した。

しかし、その後の攻撃権は維持できなかった。 

 

 早大はＱＢ政本がショートパスで前進するが、ロング

パスは決まらず、ファーストダウン更新はできない。変

わって攻撃権を得た立命大もＱＢ西山がパスを失敗する。

しかし、次の攻撃ではＲＢ西村がわずかな相手のすきを

つき、右サイドラインを６３ヤード独走。６分０秒にＴ

Ｄを決めた。 

 

 早く追い付きたい早大はＱＢを佐々木に替えるが、最

初のパスを相手ＬＢ長谷川仁にインターセプトされてし

まう。すると、立命大はＱＢ西山がスペシャルプレーを見せる。ハンドオフしたボールを自身でパスキ

ャッチし、ゴール前に迫った。そして、ＲＢ西村が中央突破。７分４２秒、７ヤードのＴＤランを決め

て、２１―０とした。 

 

 早大は次の攻撃、ＯＬ樋口が負傷退場となり、リズム

をつかめない。しかし、４ｔｈダウンでパントの態勢か

らトリックプレーでボールをキープしたＲＢ須貝が、左

サイドラインを６１ヤード独走、１１分２３秒、追撃の

ＴＤを決めた。続く立命大はＱＢ西山がＷＲ猪熊へロン

グパスを狙うが、わずかに届かない。すると早大ＬＢ塚

田からＱＢサックを浴びてしまう。 

 

 残り１分６秒で早大の攻撃に変わるが、ＱＢ政本から岡田へのロングパスはカットされてしまう。し

かし、粘る早大は再びＱＢ政本が左サイドライン際を走る岡田へロングパスをヒット。岡田は相手ディ

フェンスを振り切って、そのままエンドゾーンまで７３ヤード走り込んだ。１４分５４秒、ＴＦＰキッ

クも決まり、１４―２１。次のキックオフで前半を終えた。 



 ◆立命大・米倉監督（試合中） ミスが多いのでしっかりアジャストさせたい。あたりまえのプレー

ができていないので、それをやらせる。 

 

 【第３クオーター】 

 

 後半は早大のレシーブで開始。自陣３３ヤードからの

攻撃となるが、イリーガルフォーメーションの反則で５

ヤード罰退してしまう。ＱＢ政本はキープランで陣地を

挽回、さらにＷＲ鈴木へのパスでファーストダウンを獲

得した。しかし、さらなるパスは相手ＤＬ大野にカット

され、ダウン更新はできなかった。 

 

 対する立命大はＲＢ西村の連続ランで中央を前進し

た。しかし、ファーストダウン獲得はできない。早大は

ＱＢ坂梨に交代、ショートパス攻撃を見せるが、こちらも前進できない。ロングパスは相手ＤＢ木村に

カットされてしまう。 

 

 立命大はＲＢ西村がまたも中央を突破、１５ヤードを走ってファーストダウンを獲得した。しかし、

次の攻撃で早大ＤＬ小宮山にファンブルリカバーされてしまう。敵陣２８ヤードから攻撃権を得た早大

は、ＱＢ政本のキープランで前進する。ＷＲ西川が立命大ＤＢ奥田にロスタックルを浴びたが、早大は

９分４秒、Ｋ佐藤が３６ヤードのＦＧを成功させ、４点差に迫った。 

 

 続く攻撃で立命大は徹底してＲＢ西村を使う。しかし、

数インチ足りず、ファーストダウン獲得はできない。そ

して、早大が大きくパントリターンして、得たチャンス。

ＱＢ政本が見事な逆転を決める。ゴール前へ走り込んだ

ＷＲ諸口へ５４ヤードＴＤパスをヒットさせた。１１分

３１秒、ＴＦＰキックも決まり、早大がついに２１点の

ビハインドをひっくり返し、２４―２１と初めてリード

を奪った。 

 

 追う立場になった立命大は、ＱＢ西山がＲＢ西村を使うと見せかけ、ＴＥ成田へのパスで前進した。

その後はＲＢ西村が走る。ファーストダウンを連続更新し、ゴール前に進んだ。しかし、ここでＲＢ西

村が足を痛めベンチに下がる。残り５ヤードからＲＢ長谷川が中央突破を試みるも、前進できず、ここ

で第３Ｑが終わった。 

 

 

 



 【第４クオーター】 

 

 開始７秒、立命大がいきなり逆転を決める。ＱＢ西山が自らキープし、

エンドゾーン右へ走り込んだ。５ヤードのＴＤラン。ＴＦＰキックも決

まり、２８―２４と再びリードを奪った。 

 

 ◆立命大・ＱＢ西山 あのプレーは、本当は（ＱＢ）植村（優人＝１

年）のプレーだったけど、僕に託してもらったんで、絶対結果につなげ

たかった。最高の結果を出せて良かった。ラインが成長した。だから、

ランも出るし、パスもそこそこ決まる。上級生と仲いいし、気を使って

もらっている。若い学年が生き生きできているのは、４回生が作ってく

れた環境のおかげ。 

 

 対する早大もＱＢ政本がキープランで前進する。しかし、次のパスは８ヤードロス、さらなるパスも

不成功で攻撃権キープはできなかった。 

 

 立命大はＲＢ西村がフィールドに戻り、すぐラン攻撃を見せる。ＱＢ西山がキープランで５０ヤード

ラインまで進むが、ファーストダウン獲得はできなかった。 

 

 残り１０分余りとなって早大の攻撃。ＲＢ須貝のランで

大きく前進した。しかし、続くスクリーンパス攻撃などで

はゲインできない。するとＱＢ政本はロングパスを選択。

右サイドラインを走るＷＲ鈴木隆へヒットし、敵陣２８ヤ

ードまで前進した。その後は立命大ディフェンスが踏ん張

り、ＴＤを許さない。すると早大は８分１２秒、Ｋ佐藤が

３８ヤードのＦＧを決め、２７―２８とした。 

 

 残り６分３９秒から立命大の攻撃はＲＢ西村のラン。し

かし、ファーストダウン獲得はできない。代わって早大の攻撃は自陣ＱＢ政本のキープラン。ファース

トダウンを獲得したが、ロングパスは立命大ＤＢ奥野にインターセプトされてしまう。 

 

 残り４分を切って、立命大はラン攻撃を選択。ＲＢ長

谷川、ＲＢ西村が中央を走るが、なかなか前進できない。

しかも１２人ハドルの交代違反反則で５ヤード罰退して

しまう。 

 

 残り１分４６秒で自陣１２ヤードから早大の攻撃に代

わる。ＱＢ政本が自ら走って大きく前進したが、手痛い



アンスポーツライフコンダクトの反則で１５ヤード罰退してしまう。しかし、政本は再びキープランで

ファーストダウンを獲得。ところが、早大はフォルススタートの反則を犯し、５ヤード罰退となった。 

 

 ここから早大はＲＢ須貝のランで前進する。残り３秒で逆転を狙ったＫ佐藤の５２ヤードＦＧトライ。

しかし、不成功に終わり、立命大の優勝が決まった。Ｋ佐藤はその場にうずくまり、表彰式でも涙が止

まらなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆立命大・ＤＬ田辺主将 最高にうれしい。試合前から厳しい試合になるのは分かっていた。全員で

自分たちができることをすべて出し切ってやろうと、集中してやった結果が出たんだと思う。（最後のＦ

Ｇは）みんなＤＦがプレッシャーかけて止めてくれると思った。仲間を信じて見ていた。関学大戦が終

わって３週間あったけど、緩んだ雰囲気はもちろんあった。でも、春に早稲田に負けてる。全員モチベ

ーションを持ってやれた。（ライスボウルへ向けては）全て出し切っても、勝てるかどうか分からんくら

い強い相手。自分たちのできることを全てやって臨みたい。 

 

 ◆立命大・ＲＢ西村 みんなのために頑張った。ＯＬが頑張ってくれて自分のランが出せた。（第３Ｑ

に足を痛め、ベンチに下がったが）くじけていられなので、（第４Ｑは）最後まで出た。これまで最高の

シーズンで最高に気持ちいい。ファンに感謝している。頑張って日本一になりたい。 

 

 ◆早大・濱部監督 立ち上がりはオフェンス、ディフェンスともに浮き足だって、ミスを犯した。中

盤から地に足がついてきた。もともと第４Ｑ勝負と思っていた。 

 

 ◆立命大・米倉監督 私自身も多くの指示ミスをしたし、試合中にあり得ないミスもあった。でも、

春から学生が本当に頑張って日本一になれた。ほめてあげたい。ライスボウルに向けて、やることがた

くさんある。（ＲＢ）西村だけでなく、他の攻撃パターンも増やさないと勝負にならない。それにしても

早大は素晴らしかった。ライスボウルで０―２１となって、今の我々に同じことができる自信はない。

本当にいい勉強になった。我々も頑張らないといけない。        

【日刊スポーツ 吉池 彰】 


